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創立60周年記念式典開催 :平成 27年 11月 28日 (土 )

評
議
員
鯰
会
　
あ
い
さ
つ

埼
玉
県
山
岳
逹
盟
会
長
　
石
か
昭

一

こ
の
１
年
間
、
県
岳
逹
の
主
事
業
は
順
調
に
行
う
こ
と
が
出
水

ま
し
た
、
日
出
協
主
催
の

「第
５
口
全
国
高
校
生
４
抜
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
逹
手
権
」
、
２
月
の
深
谷
で
の

「ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン

カ
ツ
プ
」
、
県
岳
逹
主
管
で
成
功
表
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
、
１
１
月
に
日
出
協
の
大
き
な
事
業
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ

（
ア
ジ
ア

出
岳
逹
盟
）
２
０
周
年
記
念
式
典
が
広
島
で
開
催
さ
れ
、
埼
玉
県

岳
豊
か
ら
１
０
名
の
参
か
あ
り
大
盛
滉
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
１
年
、
６
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
昨
年
８
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
う
ち
６
０
周
年
記
金
登
出
が
４
月
か
ら
行
わ

れ
ま
す
。

１
１
月
に
は
６
０
周
年
記
念
式
典
が
浦
わ
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

進
め
て
い
ま
す
。
「記
念
詩
演
」
「記
金
式
典
」
「祝
賀
会
」
、
「艶
金

６
０
登
山
」
に
１
人
で
も
多
く
の
方
の
参
か
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
６
０
周
年
事
業
を
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
８
年
に
１
口
の

「関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
」
を
加
須
で

開
催
、
埼
玉
県
岳
逹
で
幹
事
岳
逹
、
主
サ
し
担
当
と
な
り
ま
す
。

１
２
月
に
は
日
本
山
岳
協
会
主
催
の

「第
６
口
全
国
高
校
生

４
抜
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
、
水
年
１
月
末
に
は

「ボ
ル

グ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」
が
か
須
で
決
定
さ
れ
て
ま
す
。

来
年
２
月
に
は

「関
東
地
区
出
岳
逹
盟
」
の
鍵
会
が
埼
玉
県
関

催
と
な
り
ま
す
。

等
々
盛
り
沢
出
の
１
年
に
な
り
ま
す
。

足
非
、
今
ま
で
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
鉄
し
ま
す
。
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評議員総会 あいさつ

27年度評議員総会報告

同 上

27年 4月 (第 1回 )理事会報告

27年 3月 理事会報告,埼玉 CM報告

関東地区岳連報告

緊急ヒ
゛
ハ―゙ク・耐寒訓練報告

B」C深谷 2015、 日本山岳遺産サミット報告

海外登山委員会、体育賞授賞式報告

県内選手リサ
゛
ルト・アルヽ

°
イン入門道場オーフ

゜
ン

事務局便 り、講演会案内

1編集後書

4p広 告

ッドシ
゛
ャパンm° 日本用品い。田中産業閉

期

場

平成 27年度評議員総会報告 徹称略)

日:2015年 4月 12日 (日 )

所 :北本市中央公民館 14時 30分～

評議員総会 開催  :
左から 森下前会長、田中名誉会長、

熊谷議長、村岡副会長、加藤事務局長

相澤副会長、天野理事長、佐藤監事

相澤副会長

石倉会長

今回は、事務局長推で蓮田山岳会 :熊谷潔会長に

お願いします。          拍手で 承認。

議事録署名人は,川越山の会・五十雀の岩井田正昭

評議員にお願いします。      拍手で 承認。

出席 22名 ,代理 7名 ,委任 8名 計 37名 の出席で

定足数 56の 1/2以 上となり、成立を 宣言 します。

加藤事務局長。

事 (議長 :蓮田山岳会会長 :熊谷 潔 )

平成 26年度事業報告。

各委員会の委員長が説明。主な事業としては、県知

事表敬訪間、2015埼玉岳連カレンタ―゙の発行、指導員・

上級指導員の養成講習会の開催全員合格、第 5回全

国高等学校選抜クライミンク
゛
選手権大会開催。男女 個人

優勝・男子団体優勝、長崎国体天皇杯 7位、第 10回
ホ
゛
ルタ

゛
リンク

゛
シ
゛
ャハ

゜
ンカッフ

゜
の開催、岳人の家閉所、広報誌

3回発行・50号記念発行、関フ
゛
口栃木大会の視察、役

員研修会の開催、埼玉ウルトラトレイル検討会等

1彎‖:暴lト
レイルランについて

Q・ 登山家の最低限の精神 として,自 分で判断して

安全に山に登る,地図やコンハ
゜
スを見ながら登ること。

トレイルランの趣 旨は時間だけを競つて登るものなの

か?競技か個人なのかわからないが、山の中で小さ

なサ
゛
ックで登山道を走っていく姿を見ると,山 岳連盟

としてそれを登山として認めて良いのか?一般登

山者への危険、自然保護等それらをふまえて検討 し

ていただきたい。

A。 いきなり埼玉岳連が開催 していくということで

はない。山の中の出来事は埼玉岳連に関係・責任があ

るので,見放 しておかず係わつていき,全体的に見て

いくことが大事。どんな 関与ができるかを検討中。

:聾‖:羅:ルンタ―゙らぃて

Q。 売去口以外の処理方法について

A・ 各会及び、提供者に配布、高校生大会で参カロ記念

品として配布、その他県内外で山の関係者等に配布

しました。

1難‖基: 遭難事故について
Q・ 遭難に関する規約見直しを要望します。

A・ 遭難対策委員会を中心に作業を始めました。

今後、提示していきたいと思います。

平成 26年度会計報告。一般会計と強化関係、特別会

計について報告。後、監査報告。
。26年度もカレンタ―゙の制作販売、大国の寄付金等で収

入が増加。各委員会の努力で支出の減もあり、残高が

増加 した。皆 さんのご協力 と関係者の努力によると

ころ大。ありがとうございました。

1意■見:

Q・ 特別会計、繰越金について

A・ 予備費他、特別会計に繰 り込む方向。

i質|1鐵:繰越金について
Q・ 昨年と比較すると繰越金額が減少している

A・ 関東フ
゛
ロック大会関係の諸経費出費が有つたため。

1質■疑1主管費について

Q・ 高校生大会、シ
゛
ャハ
゜
ンカッフ

゜
の主管費について

A。 今年はスホ
゜
ンサーからの補助金だけでなく、高体連の

選手登録費が大会費用となり処理できた。
。第 1号議案、第 2号議案、一括して承認。

平成 27年度事業計画。各委員長が概要説明。承認。

主な事業としては、県岳連創立 60周年記念事業・式

典等(11/28)、 関東地区山岳連盟総会の開催(12/6‐ 7)、

70国体関東フ
゛
ロック大会の主管(7/25‐ 26)、 第 6回全国

敬称略

石倉会長、

(副会長)、

議
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高等学校選抜クライミンク
゛
選手権大会の開催 (12/23‐ 2の、

第 11回ホ
゛
ルタリンク

゛
シ
゛
ャハ

゜
ンカッフ

゜
の開催(1/30‐ 31加須)

海外登山講演会の開催(6月 頃)、 選手強化委員会の関

フ
゛
口、国体での活躍、広報誌 3回の発行、カレンタ―゙の作成、

28年ワールドカッフ
゜
大会開催の体勢づくり、トレイルランの検

討等が提案される。

27年度予算案。加藤事務局長より説明。   承認。
・各事業等は、昨年と同程度の予算を組み、予備費を

増額し①晴J立 60周年記念事業費」② 「関東フ
゛
ロック大

会費」にあてる事とする。その後は、予備費の一部を
「特別会計」に入れる方向で検討していく。

県岳連創立 60周年記念事業について、各担当者よ

り説明。                承認。

・記念式典・祝賀会について  11/28浦和ワシントンホテル

田部井淳子講演会、記念式典、祝賀会を開催

・記念誌について
「クラフ

゛
テ―゙夕」、10年間の県岳連の活動記録等を纏め

て、DVDに収録配布。HP掲載。
・記念山行について

創立 60周年記念「埼玉 60山記念登山」の実施

6/7又は 5～6月 内に清掃登山を実施 し、レホ―゚卜提出。

山頂での「記念旗」と記念写真の撮影。

以上で、総会議案は終了。 熊谷議長の解任。

① 「第 9回 田中名誉会長賞」の授与。

今年は、「埼玉岳連貢献 24年。特にフリークライミンクべの貢

献」に対し森下健七郎氏(前埼玉県山岳連盟会長)と 、
「埼玉におけるアルハ

゜
インクライミンク

゛
の推進」に対し「埼玉クラ

イマース
゛
ミーティンク

゛
(代表:岡 田修氏、稲葉龍太郎氏)」 が受賞。

金一封(各 5万円)が贈られた。また、田中名誉会長よ

り、来年第10回 を迎えるので次の10年間の表彰が確

実にできるように基金として積み立てることを約束

される。

②「70国体関東フ
゛
ロック大会」について

閉会の言葉 :村岡副会長 16時 45分総会終了

(文責:加藤事務局長)

左側 0深谷山岳会・島田会長 (岡 田氏代理)、

田中名誉会長の右側森下前会長の2名 が受賞。

評議員総会出席者

◆評議員

【敬称略】

1。 川国市登山同好会

2.UDoAoC

3.浦和山岳会

4.あ ゆむ山の会

5.遠峰山岳会

6.大官山岳会

7.大宮アルハ
゜
インクラフ

゛

8.」R大宮山の会

9.深谷山岳会

10.賞晏黎Sアルムハイキンク
゛
クラフ  

゛

H.壁稜山岳会

12.熊谷山岳会

13.エコー山の会

14.アルハ
゜
インクラフ。゙とだ

15.蓮 田山岳会

16.ホ
゛
ルシチ

17.小鹿野山岳会

18.llAS

19.無名 山塾

20.大官岳稜会

21.彩・岳悠会

22.ク
゛
′トフ

゜
・ド・アミ

◆代理人

1.浦和西岳友会

2.東部登高会

3.加須スホ―゚ツクライミンク
゛
クラフ

゛

4.加須クライミンク
゛
クラフ。゙ヒ

゛
ナ

5.川越山の会・五十雀

6.熊谷山旅会

7.アルハ
゜
インクラフ

゛
山遊人

◆委 任

1.さ いたま市役所山岳部アルヒ
゜
ナ

2.桶川山の会

3.エルミネア

4.本庄山の会

5.毛 呂山山岳会

6.山狂舎

7.TMGC

8.山 学同人 ルヒ企

【会計監査】

2015年 4月 12日 (日 )

11時 00分 より会計監査を実施

監  事 :佐藤 求,岩武 成秋

会計担当 :力日藤 富之

選手強化担当 :ガ 茂ヽ田 禾」孝,内海 信

相澤 重夫

岩武 成秋

田中 文男

佐藤 求

天野 賢一

塩谷 壽子

石倉 昭一

吉田 秀夫

島田 富男

小高 英雄

人ツ田 政男

長谷川 茂

平塚 久米男

岩崎 繁夫

熊谷 潔

矢萩 実

柳原 政一

森下 健七郎

金澤 和則

石黒 明

笠原 数浩

息 秀彦

渋谷 直克

門出 郡平

道浦 陽司

安立 昌代

岩井田 正昭

皆川 京子

横内 鉄郎
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平成 27年度 4月第 1回理事会報告

2015年 4月 12日 (日 )北本市中央公民館

【協議事項】

平成 27年度 評議員総会の議長について

今年度はⅢフ
゛
ロックから蓮田山岳会熊谷会長に。

田中名誉会長賞について

候補 3件の内、2件を選定

①前県岳連会長・森下健七郎氏

②埼玉クライマース
゛
ミーティンク

゛

(代表 :岡 田修氏、稲葉龍太郎氏)を推薦。

県岳連負担金について

負担金調整は 27年度の検討課題とする。

慶弔規程について

規程の見直しは 27年度の検討課題とする。

平成 27年 3月 理事会報告

3月 11日 (水)北本市中央公民館 第 3研修室

石倉会長、相澤副会長、村岡副会長 (企画)、 加藤副会

長 (事務局長)、 天野理事長、瀬藤副理事長 (遭対)、 宇

津木副理事長、内海 (強化)、 鈴木 (海外)、 岩崎 (自 然)、

岩井田(広報)、 長谷川 (個人)、 塩谷事務局、

柴崎 (り |1口 )、 山口(UDAC)、 堀江 (桜草)、 小高 (アルム)、 石

井 (壁稜 )、 岩本 (エコー)、 小茂田(高体連 )、 田中 (岳稜 )、

柳原 (小鹿野)、 道浦∽日須)、 笠原 (彩岳)、 岡野 (蓮 田)、

仙波 (槻岳)、 横内 (山遊)計 27名

(相澤副会長)

(石倉会長)

①1/17 日山協新春懇談会 埼玉岳連 :田 中名誉会

長、森下前会長、柳原参与他 7名参加 計 150名参カロ

②1/1718積雪期登山講習会。指導員研修会

一般 14,上級 5,指導員 12,研修 1,講師 8,計 40名

参加 (那須)

③1/2070国体関東フロ゙ック大会実行委員会

④1/24都岳連「2015年新春の集い」

田中・石倉会長 計 80名

⑤1/24-25日 山協「競技部フ
゛
ロッ翡」研修会」

⑥1/18。 2/1彩の国プラチナキッス。゙40名 参加

⑦2/1第 3回参与会 参与 8名 、役員 7名参加

③2/1新春懇談会  計 名

⑨2/4埼玉県ウルトラトレイル実施検討について

⑩2/6旧三峯分校使用契約について

①2/12 70国体関東フロ゙ック大会打ち合わせ会

⑫2/15 ⑩2/加須)日 山協 代表者会議

⑬2/21-22平成 26年度関東地区山岳連盟総会

石倉会長、村岡副会長、相澤副会長、天野理事長

⑭2/21-22第 10回ホ
゛
ルタ

゛
リンク。゙シ

゛
ャハ
゜
ンカッフ

゜
(深谷)

⑮2/2122緊急ヒバ゙―ク訓練と耐寒経験講習会 29名

⑬2/283/1緊急避難講習会 計23人参加 (谷川岳)

(1)カレンタ―゙の販売結果について

(2)創立 60周年記念事業・実行委員会について

① 記念式典・祝賀会、②講演会、③記念誌 (DVD)

④ 記念山行など事業について

(3)70国体関東フ
゛
ロック。埼玉大会について

① 2/12打ち合わせ会

② 2/21関東地区岳連総会について

③ 審判員会議 5/16(上 )9:00～ 18:00の計画、

審判員。総務員の推薦について

(4)平成 27年度「4/12。 評議員総会」に向けて

各専門委員会の事業報告と決算報告 ・27年度事

【理事会出席者】
1川 国市登山同好会
2 UDoA・ C

3浦和山岳会

4浦和西岳友会

5あゆむ山の会

6遠峰山岳会

7大官山岳会

8大宮アルハインクラフ
゛

9」R大官山の会

10深谷山岳会

11熊谷アルムハイキンク
゛
クラフ

゛

12壁稜山岳会

13熊谷山岳会

14東部登高会

15エコー山の会

16アルハ
゜
インクラフ。゙とだ

17高体連登山専門部

18高体連登山専門部

19高体連登山専門部

20高体連登山専門部

21 カロを買スホ―゚ツクライミンク
゛
クラフ

゛

22 B7(ホ
゛
ルシチ)

23加須クライミンク
゛
クラフ

゛
・ヒ

゛
ナ

24小鹿野山岳会

25無名山塾

26大官岳稜会

27川越山の会・五十雀

28熊谷山旅会

29彩・岳悠会

30アルハ
゜
インクラフ

゛
山遊人

31 ク
゛
ルーフ

゜
・卜

゛
・アミ

32委嘱理事

33蓮田山岳会

:柴崎 英保

:山 口 新二

:田 中 文男

:渋谷 直克

:野村 善弥

:天野 賢一

:塩谷 壽子

:石倉 昭一

:吉 田 秀夫

:加藤 富之

:小高 英雄

:石井 茂

:長谷川 茂

:門 出 郡平

:岡 康行

:岩崎 繁夫

:宇津木 秀二

:野村 匡

:小茂田 利孝

:内海 信

:道浦 陽司
'

:矢萩 実

:土屋 正昭

:柳原 政一

:鈴木 百合子

:田 中 正行

:岩井田 正昭

:皆川 京子

:笠原 数浩

:横 内 鉄郎

:瀬藤 武

:村岡 正己

:岡野 敏
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業計画 (案)と 予算案提示について

① 60周年記念事業の予算について

② 関東フ
゛
ロック大会開催の為の特別予算について

(5)田 中名誉会長賞について

(6)遭難対策委員会規約について

①3/5 単会直接加盟の申請

山岳同人「ク
゛
ルーフ

゜
・ド・アミ」(代表者:恵 秀彦)承認

②3/11 県岳連脱退「槻岳友会」(会長:大平征徳)

③埼玉県ウルトラトレイル実施検討会について 村岡 (企画)

④3/1 蕨山岳連盟の講演会(野 口いずみ)

田中名誉会長・天野理事長:参加

⑤名誉顧問・浅見豊氏 。叙勲の推薦について

⑥某ハイキンク
゛
クラフ

゛
から加盟の打診について

各部か らの幸反2告

◎無導委轟1翁

●平成 26年度指導員養成講習会  那須

●2/14-15平成 26年度氷雪技術に関する指導員の

教育と研修及び主任検定員養成講習会について

※主任検定員に鈴木海外委員長が参加  大山

●2/28-3/1緊急避難講習会 計 23人参加 谷川岳

04/25-26平成 27年度氷雪技術に関する指導員の

教育と研修及び主任検定員養成講習会について

富士山・吉田大沢五合 目周辺及び佐藤小屋

l②裁嫌1棗燃戦|
●1/24-25競技部フ

゛
ロック研修会 (関フ

゛
口の研修会他)

加須市民体育館。第一ホテル

●2/21-22ホ
゛
ルタ

゛
リンク

゛
シ
゛
ャハ

゜
ンカッフ

゜
(深谷 CV)

04/  10:30～ 16:00日 山協競技委員総会

③準姜1彗1銃委難会
●1/18,2/1彩 の国フ

゜
ラチナキッス・競技団体体験教室

(ロ ッククラフト川越)

02/21-22 ホ
゛
ソレタ

゛
リンク

゛
シ
゛
ャハ

゜
ンカッフ

゜

(深谷クライミンク
゛
ウ
゛
ィレッシ

゛
)

3/28-29日 本ユース選手権 2015

④遭難対策萎1員会         '
●1/2325日 山協 平成 26年度山岳レスキュー講習会

⑥濤1然保護讐1薫1会|
●2/6  旧三峯分校使用契約について

●2/21-22緊 急ヒ
゛
ハ―゙ク訓練と耐寒経験講習会

03/25-26旧 三峯分校「岳人の家」閉所式

04/5  平成 27年度自然保護委員総会

戸田市新曽南庁舎

⑥海1外轟鮨委1螺1会 |

▼平出和也氏講演会…都合により変更、「栗秋正寿」

(冬季アラスカ山脈登山の第一人者)検討調整中。

●3/78 日山協第 53回海外登山技術研究会

天野・烏。鈴木・加藤参加  オリセン

04/4  平成 27年度海外登山委員 堂平山

癬辮驀締難轟
●2/14平成 26年度シ

゛
ュニア・普及情報交換会

※石倉会長参加 山渓、コーン他 30名 オリセン

鶴脚織舞隷鎌
●第 50号発行 16p50号記念特大号

05/31 第 51号発行予定

靭曇榊簾1檬攀|

●2/4埼玉県ウルトラトレイル実施検討、トレラン検討委員会)

060周年企画として、「クラフ
゛
テ―゙タベ―ス」の作成 03/

埼玉県ウルトラトレイル実施検討 (ト レラン検討委員会)

鰻華務1蒻

●彩岳悠会 :梅津氏の葬儀について

●たらっぺ山の会代表 :森氏の葬儀について

○「第 28回県体 。大会実施予定調査」について

○「平成 27年度行事予定表」について

○平成 26年度埼玉県体育賞

功労賞 :小茂田利孝理事 (遠峰山岳会)

優秀選手賞 :尾上彩、波田悠貴、坂井絢音

03/17(火)15時
～

県体協第 2回加盟団体協議会

相澤副会長参加

04/29第 29回二子山開山式について

○「阿寺の岩場の安全祈願祭」について

6閉会挨拶 (村岡副会長 )

第7回埼玉クライマーズミーテイング

(SCM)2015 1n秩父 報告

■日 時 :平成 27年 2月 7日 (土 )γ 2月 8日 (日 )

■場 所 :埼玉県 秩父 中津川流域

■行動概要

2/7(土)19時「大滝温泉」(道の駅)集合。9時半乗合せ

で中津川のアイスヘ。4本のトッフ
゜
ローフ

゜
を掛けハ

゛
ンハ

゛
ン登る。

久しぶ りの人と久しぶ りに話す。16時に撤収し、「つ

ちうちキャンフ
゜
場」へ。管理棟内で早速宴会。暖炉があり

快適で楽しい時を過ごす。そのまま 15人雑魚寝。

2/8(日 )当 日組を加え、大滝温泉経由で再び同所へ。

前 日と同じように登る。昼前から雪が降ってきたが、
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そのまま続行。昼過ぎには止んで、16時前に無事終了

となった。

■所感

参加者の皆さんお疲れ様でした。前々からあつた

話でしたが、「埼玉なんだから埼玉で開催しよう」を

実行 しました。氷の状態も良く快適なアイスクライミンク
゛
を

楽 しむ事が出来ました。過去一番の 26名 の参加者が

集まり、宿泊も15名 と大盛況でした。ただ方向性が

ぼやけてきた感がありました。今後は「登攀を実践す

る者の集まり」に特化 していかないと、ただの交流会

になつてしまい、県岳連ではなく有志でやる意味が

なくなってしまいそうです。最後に地元在住の石橋

氏 (た らっぺ山の会)の多大なご協力に感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。

■参加者 26名 (1贋不同・敬称略)

浦和渓稜山岳会 :内海 正人

遠峰山岳会 :天野 賢一,稲葉龍太郎,藤井 大輔 ,

小茂田利孝、吉田 雅樹、東家友也、

大宮アルハ
゜
インクラフ

゛
:藤森 久美、鈴木 一美、清水 良昭、

中り||一方、野田 幸枝、

たらっぺ山の会 :石橋 修、青山 洋下、篠原 岡1、

黒沢 侑輝、

深谷山岳会 :加藤 富之、岡田 修、荒川 修一、

政 健太郎、関 真由美、山田真也、

無名山塾 :鈴木百合子、

アルハ
゜
インクラフ

゛
山遊人 :横内 鉄郎、片田多加世、

小沢 直美

記 :(幹事)深谷山岳会 岡田 修

平成 26年度関東地区山岳連盟総会 報告

期 日:平成 27年 2月 21日 (土 )～ 22日 (日 )

会 場 :宇都宮市ロマンチック村 ウ
゛
ィラ。テ。゙アク

゛
リ

参カロ者:39名 :県内から石倉会長、村岡副会長、

相澤副会長、天野理事長 (4名 参加)

(1)関東地区山岳連盟会長挨拶

(2)来賓挨拶

КI締瞥諄諄〉
(1)第 69回国体・関東フロ゙ック実施結果 (栃木)

(2)第 1回関東地区小中学生選抜クライミンク
゛
選手権

大会(千葉)

ζ協議黎練妻
(1)第 70回国体・関東フ

゛
ロック大会開催実施要項

(埼玉)

全種別 1日 ロホ
゛
ルタ

゛
リンク

゛
,2日 ロリードで実施する。

今後の審判員数の削減。有効活用を検討。

(2)第 70回国体関東フ
゛
ロック大会・埼玉大会におけ

総務員の定数削減について (埼玉)

総務員及び審判員の数について削減を提案。

(3)第 2回関東地区小中学生選抜クライミンク
゛
選手権

大会 (茨城 )

期 日:平成 27年 H月 22日 (日 )

会場 :鉾 田市総合公園体育館、種目:リ ード競技

(4)関東地区自然保護委員会交流会

期 日:平成 27年 10月 17日 (土 )～ 18日 (日 )予定

場所 :神峰。高鈴山系 (日 立市)

(5)日 山協関東フ
゛
ロック理事の推薦について

(H27.28年度理事 :日 山協依頼事項)

(6)「 山の日」制定に伴 う、関東地区岳連について。

一案 として山の日に集中登山を今年は群馬担

当。場所は谷川岳。 日程は担当県が決める。

(7)関東地区岳連総会のあり方 (各専門委員会

委員長の参加)(群馬)

`そ

:ゆ燿〉
(1)クライミンク

゛
施設の状況について情報交換

各県の施設数など(概算)を報告

(2)第 70回国体関東フ
゛
ロック大会スタート順抽選 (埼玉)

山岳競技 競技スタート順

成年女子 :リ ード/1・ ホ
゛
ルタ

゛
リンク

゛/2
少年男子 :リ ード/6・ ホ

゛
ルタ

゛
リンク

゛/3
少年女子 :リ ード/6・ ホ

゛
ルタ

゛
リンク

゛/1
昨年あたりから総会の開催県がくじなどを準

備してくれています。必然的に来年は埼玉が

クシ
゛
や掲示用の用紙などを準備することになり

ます。

(3)関東地区山岳連盟会長印の引継ぎ

会計業務が終了していないということで会長

印引継ぎは後日になりました。

日本山岳協会神時会長の挨拶 閂 (結灰曜→
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緊急ヒ
゛
りl゛ ―ク訓1練&耐寒経験請習会 報告

自然保護委員長・岩崎繁夫

標高 975mに建つ三峰分校跡地の校舎「岳人の家」

を使用して緊急ヒ
゛
ハ―゙ク訓練と耐寒訓練を兼ねて三峰

分校「岳人の家」の利用促進を計ると共に山岳遭難事

故防止の一助として本計画を実施 しました。

期 日 :平成 27年 2月 21日 (土)～22日 (日 )

場 所

講 師

参加者

三峰分校跡「岳人の家」

瀬藤武(遭対委員長)、 計良寿彦(指導委員会)

22名 +(役員 7名 )

[参加者感想。要望など]

昨年 12月 、遭対委員会主催上尾での研修会で瀬藤

委員長曰く『研修会への要望アンケートで今後のマイナーチェン

シ
゛
も模索中』と云われてましたが、上級の雪上・雪洞

研修会と同様に第二弾を遭対委員会主管で開催して

頂きたいと思います。また、事業として継続を希望し

ます。こと安全登山の啓蒙に有意義で、広く多くの方

の受講頂ければと思います。

1鮒赫鐵藤1癬::肇繹翻ま撚:繭難
事前の準備が良く出来ていたので充実した訓練が

出来ました。食事の差し入れも豪華でした。短い時

間でしたが密度の濃い各種体験を出来ましたことを、

3人 ともに感謝しています。

蝉当ヨ碑II靖驀l猫榊:朧碁碁舗蒙
三峰分校(岳人の家)は昨年の両神山自然観察会に

参加して 2度 目になり、今回は自宅から車で日高を

経由299号線から140号線に入り2時間半稗度で三

峰「岳人の家」に着いた、前回は秩父鉄道三峰口から

御岳山に登つて大滝温泉経由三峰分校に行つたこと

で、秩父は車でも電車でも比較的便利な地域である

ことを実感した思いがあります。定年を期に山行を

開始しようと昨年、ふじみ野市の登山教室に参加 し

た事で埼玉岳連の指導者の紹介も あり冬山遭難防

止研修、那須の雪上訓練やレスキュー講習会にも参加する

ことができました。感 じたことは、まずは装備が古

いため、まずはサ
゛
ック(451イ +101κ )と サ

゛
イルワークの講習に

必要なものを備え、講習会に臨みましたが雪上訓練

では指が凍るような苦い経験もしました。今回、ツコレト

を使用した緊急時の各種設営方法を学ぶとともに35

年ぶりとなる雪上に張つたツエルトでの一晩過ごした事

やアイセ
゛
ン歩行など大変有意義なものでした。

またローフ
゜
ワークの講習も何度か経験することにより

習得できるようになりました。残念ながら雪洞訓練

は次回にまわすことにしますが、今後も機会を捉え

各種講習会を参カロすることにより登山技術の習得と

安全な登山と自然保護委員としての活動をしたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。

暮摘1末1会贅:哭鐵薦1撚雄:講11

三峰 「岳人の家」を使用して緊急ヒ
゛
ハ―゙ク講習会と

耐寒訓練会に参加 してきました。私は 63歳から山

登 りを始めて 6年になります。山登 りとしては東部

登高会の会山行と県岳連 。自然保護委員会に所属し
,

中高年になつてから山登りに目覚め,楽 しんでおり

ます。

安全登山については会山行での先輩方のアドハ
゛
イス

を受け県岳連の種々の講習会にも時々参加 してきま

した。私と同じ様に中高年から始めた方々が,指導

員を目指す講習は難 しいとの話があり同感だと思い

ました。自然保護委員会主管でヒ
゛
ハ―゙クと耐寒訓練を

行 うと言 うので,日 頃山行には常に携帯していたツIEル

トの使用について,遭難対策の瀬藤委員長と指導員の

計良氏が講師として加わっていただき、実際に使用

方法などを体験することが出来ました。

21日 午前 10時 30分開会式が行われ,UDACの 山

口氏からフォストヒ
゛
ハ―゙クとフォーカストヒ

゛
ハ―゙クの概説 ,野宿、ヒ

゛

ハ―゙クの仕方について資料をいただき講演受ける。

昼食後、三峰分校の積雪のないク
゛
ランドの一部で、

4班に分かれ簡易テントとしての設営場所や設営方法

を教わり,緊急ヒ
゛
ハ―゙ク時の使用方法を行いました。

私達の班では蓮田の熊谷さんが講師補佐としてツ

コレトの使用で山行を行つた経験などを聞くが出来ま

した。その後は講堂に入 り,テ
‐フ
゜
スリンク

゛
とローフ

゜
ワークの講

習です。私と同じ様に中高年から登山を始めた方も

何人かおられ、午後 5時 30分までヒ
゛
ッシリ勉強し,充

実 していました。食事と親睦会が行われ,自 己紹介 し

ながら交流をはかること来ました。

暗くなる前,耐寒訓練としてテントやツエルトを校庭の 20

センチ程積雪した場所に設営しておいた人達露営をし

ましたが,私は雪の上でレスキュ‐シ‐卜とツエルトを頭からかぶ

り、1時間程でしたが耐寒訓練をしました。初めて

のツエルト使用は寒さが防げることを実感できました。

しかし,一人で膝をかかえて一晩は孤独で大変だ

けれど命には代えられない。まだ体感 したことのな

い人に一度は訓練にでも参加される事をお勧めしま

す。22日 霧藻が峰まで雪上歩行と軽アイセ
゛
ンを使 う訓

練,初めてアイセ
゛
ンを装着する方もいましたが,私は岳人

の家の後片付けのために残 り,皆 さんが下山を開始

した連絡をもらい妙法ヶ岳分岐まで行き合流 し,三

峰神社のお風巴に入 り岳人の家まで戻 り解散となり

ました。

講師のお二人,補佐の四名,岩崎委員長有難 うござ

いました。また,帰 りの車に乗せて頂いた熊谷さん

有難 うございました。  ‖1辮輛難鎌燐Ⅲi榊1榊朧鮮‖

※編集都合により下記の方の報告は掲載省略させ

て戴きました。

堀本卓,山村淳一,尾市佐保子,人木員理子。敬称略

文責/広報 岩井田
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ホ
゛
ルタリンク

゛
シ
゛
ヤス

゛
ンカツフ

゜2015幸風告

2015.02.25 村岡 正己

主 催 ::(公財)日 本山岳協会

協 賛 :キョーリン製薬ク
゛
ルーフ

゜
/マムートシ

゛
ャハ

゜
ン、好 日山荘。

2月 21日 、22日 、深谷クライミンク
゛
ウ
゛
ィレッシ

゛
にて第 10回

ホ
゜
ルタワンク

゛
シ
゛
ャハ

゜
ンカッフ

゜
が行われ、埼玉山岳連盟が主管、

深谷山岳会が協力という立場で参加。

予選:男子 104名 、女子 46名 、いずれも課題 5つ、

AB2ク
゛
ルーフ

゜
に分かれて実施。準決勝:女子で大波乱が

起きる。トッフ
゜
選手を想定しての設定が難 しすぎて誰

も完登できず。逆に中堅クラスが完登した課題をワJレ ドク

ラスが登れず。結果(野 口、野中のワづンドクラスが敗退。

決勝 :大型のシェイフ
゜
を使った世界レベルの課題で、男

子は杉本怜が優勝。女子は田嶋あいが 3完登で優勝。

全体的に、今回の課題は、身長が大きいと体の振られ

方が大きくな り小柄な選手に有利でだらたと感 じ

る。

男子女子 1杉本怜(東京都)1田嶋あいか(二重県)2

渡部桂太(二重県)2戸 田萌希(山梨県)3檜崎智亜(栃木

県)3尾上彩(埼玉県)2。

運営面 今回のホ
゛
ルタ

゛
リンク

゛
カップは、埼玉の深谷クライミン

ク
゛
ヒ
゛
レッシ

゛
で開催するとの連絡があつたのは、昨年の

12月 末の高校選手権の時。1月 に日本山岳協会から、

主管の依頼がきたが詳細はなかなか連絡なかつた。

競技 2週間前に、カロ藤氏が会場に出向き情報収集。

競技自体は、課題の素晴らしさ、選手のハ
゜
フォーマンス、映

像のストリーミンク
゛
など盛 り上がり成功に終わつた感かお

りますが、運営上では課題の多いものでした。

課題 とい うより問題 といつたほうが合っている。

会場が狭く観客が見にくい。また実施要項はあるが、

その他の部分が不明。運営マニュアル、予算計画、会場レイアウ

ト、動線、サイン関係、安全マニュアル、消防届、メテ
゛
ィア対応、式典、

施設契約関連、備品関連が不明確。急濾現地打合せを

設けて大会に入つたが、運営上はお粗末な大会にな

つた。

会場にエテ
゛
ィア関係 と競技関係が入 り乱れる状況。観

客は料金を取つての観戦。見えにくい状況は非常に

不快な部分もあつたと感 じている。またスホ
゜
ンサーから

も一部疑問を感 じている様子でした。

組織として動いていないことが最大の要因。

メテ
゛
ィア関係 :

フシ
゛
スハ―゚ニュース,TBSn6ws23,NHKworldスホ―゚ツニュー

ス,TBS,朝 日報道ステーション,

Sl・ チケット販売数:308枚 。

テスト:シ
゛
ャッシ

゛ テ―゙夕の端末入力を決勝でテスト

今後本格化 していくなど。

[第 5回日本山岳遺産サミツ ト]報告 敬称略

2015年 2月 28日  本申田 (インフ
゜
レスクリレーフ

゜
セミナーlレ

ーム)

認定証を受けた支援団体の皆さん  右から(山 と渓谷社

/り |1崎副社長、勤労山/西本会長、日山協/田 中顧問)

節 日となる第 5回 目の 「日本山岳遺産サミット」が神

田 「インフ
゜
レスク

゛
ルーフ

゜
・セミナールーム」で開催。初回は 2010

年 11月 3日 「文化の 日」甲府にて開催、埼玉岳連か

ら広報担当が参加。5年の間に 16の支援団体が助成

を受けて種々な事業 (自 然保護、啓蒙、教育活動、登

山道整備、環境保全等)を推進、大きな成果を上げら

れました。今回は 2010年以降の認定を受けられた内

から 10団体の代表者が出席し、認定後の活動報告、

今後の課題などをそれぞれの立場から発表。

県岳連からはアト
゛
ハ
゛
イサ

゛
リーホ―゙ド田中文男日山協顧

問(県岳連名誉会長)他 に加藤副会長、大山理事、岩

井田広報が参加 終了後に懇親会、その後の活動の

情報交換を行った。

※詳細は」llA「登山月報」553号 3pに詳しい。

【回数/年度/開催場所/講演者名/認定地】

1襲聾聾華簗1難難ヨ藝華:華  講演「戸高雅史氏」
認定 :櫛形山,小金沢シオシ

゛
の森,乙女高原 (山梨県)

/石槌山 (愛媛県)

築撚難1201葺需祓  講演「三浦雄一郎・豪太氏」

認定 :早池峰山 (岩手県)/五家荘エリア(熊本県)

策‖莉120華鮒幣:難1彙1寿  講演「野口健氏」
認定 :夕 張岳 (北海道)/七時雨山 (岩手県)

/臥龍山(広島県)

鋪‖驚1,01諄鮮欄鎌麟 講演「田部井淳子氏」
認定 :アホ

゜
イ岳 (北海道)/金華山(官城県)

/船窪山 (長野県―富山県)/大台ケ原大杉谷 (二重県)

策苺鋼締 14器1神‖1繭1 講演「小泉武栄氏」
認定 :吾妻山 (福 島県)/鍬ノ峰,徳本峠 (長野県)
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平成 27年度海外登山委員会 総会報告

2015年 4月 4日 (土)堂 平山天文台

堂平山・集会室に於いて海外登山委員会 総会開催

議 長 :鈴木 直樹、議事録作成 風間 進

参加者 : 鈴木 百合子、鈴木 直樹、風間 進

天野 賢一、岩井田 正昭、大山 光一、

加藤 富之、塩谷 壽子、寺井 繁美

15:00-20:00

年度 事業計画,日 程等確認

①海外登山計画 4/13～6/4 ローツェ～エベレスト

連続登山 大山光一

②海外登山講習会 。6月 中事業は調整中

③役員改選今年度はなし、留任。

④委員会主催の海外登山計画について

実施時期、山域選定、登山期間等の検討を進め

ることに意見集約した。

プロシ
゛
ェクター映像にて記録の再放映を行つた。

文責/事務局・風間 進

懇親会 :20:00～

会場を集会室から快適な屋外の大型ハ
゜
オに移動

し、深更まで60周年海外登山などについて意見

交換をした。 (外に出ると寒空の中、皆既月食

が一部見られた) この項 広報/岩井田

20151コ際クライマース
゛
ミート

世界の多くの国々からクラ雪―を迎え交流を図る

目的で下記のように開催されます。

日    日寺 :   2015/9/27-10/3

場  所 : カリフォニア州 シ
゛
ョシュア・ツリー国立公園

締  切 : 申込み国内 6月 20日 まで

平成 26年度埼玉県体育賞授賞式

埼玉県岳連初の 4名 同時受賞 !徹称略)

体育功労賞 小茂田 禾J孝

優秀選手賞 尾上 彩

優秀選手賞 波田 悠貴

優秀選手賞 坂井 絢音

26年度体育功労賞を受章の

小茂田利孝・元選手強化委員長

平成 27年 3月 14日 (土 )、 埼玉県体育賞授与式がさ

いたま共済会館において行なわれました。

2014年度に優秀な成績を収めた選手、各競技団体

や関係者で功労のあつた者が表彰され、山岳連盟か

らは優秀選手賞として、国際大会優勝者の尾上彩選

手(世界ユースクライミンク
゛
選手権大会/女子シ

゛
ュニア)、 全国大会

優勝者の波田悠貴選手(全国高等学校選抜クライミンク
゛
選

手権大会/男 子)と 坂井絢音選手(全国高等学校選抜クラ

イミンク
゛
選手権大会/女子)、 以上 3名 が表彰されました。

また競技団体の体育功労賞は、長年にわたる選手強

化の功績により小茂田利孝氏(元選手強化委員長)に

贈 られました。小茂田氏は埼玉国体前より選手の育

成。強化に携わり、大会引率や細かなケアに至るまで親

身になつて選手に寄 り添ってこられました。また県

内各大会においてはスタッフとしても従事され、現在の

県岳連競技。選手強化にとつてなくてはならない方

としてご活躍されています。体育功労賞受賞、誠に

おめでとうございます。 (理事長 天野 賢一)

議 事

平成 26

平成 27

その他

年度 事業報告,決算報告 承認/可決

承認/可決

費用、含まれるサーヒ
゛
ス、

は近 日中に、 日山協 。

されます。

参加条件等の詳細について

海外登山委員会からアナウンス

埼玉岳連 。海外登山委員会
授賞式挨拶の上田清司 県知事
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1月～5月 県内選手リサ
゛
ルト
 1辮燃蒲

ルタ
゛
リンク

゛
シ
゛
ャハ

゜
ンカッフ

゜
2015

2015/2/21-22 深谷市 深谷クライミンク
゛
ヒ
゛
レッシ

゛

スリヽ°―ミドル:県体1位/総鼈 1締翻麟撚攀
エキ″ヽ

°―卜 :県体1位麻難難職轟i纂1離欄欝
:県体2位渇鑑翻鸞1,暮癬舗撤齢輔

バトンホ
゛
ルタ

゛
リンク

゛
カッフ

゜
2015 兼県県予

川越ロッククラフト

男子 榊懺鰤朧榊欄輔
29位 風間 大晴 ,

31位 西川 和弘,

59位 力日藤 亮央 ,

女子  灘灘:轟攀華羅彗:

野憚1鐵鐵:構難
21位 曽我 綾乃,

25位 小り|1絵梨花 ,

永

藤

木

是

佐

鈴

位

位

位

１

　

８

　

１

３

４

‐０

23位 坂井 絢音 ,

25位 林 彰子

県体1位群聯締麟1辮灘難:辮辮|
県体1位淵聯聯職鱗:難群撃締機
県体1位滞黎紺撫鐸躙
県体1位/総辮I構撃騨糠:輻
県体1位/総1綴攀鮮瀦驚:鼈
県体2位/総絣 I播醐輯難野鐵

敬一郎 ,

竜馬 ,

祥史

2015/5/31

キッス
゛

ミト
゛
ル

スーハ―゚ミト
゛
ル

女子

エキスハ―゚ト

2015/3/2829 印西市 松山下公園総合体育館

ジュイ男子 褒鐘:鐘轟:馨難
彗聾轟鰹:轟基
9位 是永 敬一郎

ユースA男子 騨華肇構離:難構
11位 力日藤 悠生

ユースA女子 目構:i峯麟離IttE攀
ユースB男子 17位 中村 颯人, 19位 奥墨 鴻太

21位 三木 流砂, 31位 木村 大夢

ユースB女子 11難榊 機騰 絲|
13位 月ヽ林 由奈, 19位 松井 結

アンダ―ユースB男子‖鸞‖1鶴:隼1斗

アンタ―゙ユースB女子 17位 須見 真絢

―ドクライミンク 0゙日 本ユウ選手権201

1回全日本マスタリ
゛
クライミンク

゛
選手権大会201

2015/5/1617 倉吉市 県立倉吉体育文化会館

ジュニア男子 轍葺簿攀轟基
輩篠要轟轟:難華襲
事位葺鐵菫:纂葉

ジュニア女子 年醜‖:濠辮擁議
ユースA男子  10位 カロ藤 悠生,16位 本間 大晴

ユースA女子  華磁憔錯難総蝉 |

ユースB男子  義蕪1聯構I颯ス荘:   '
21位 木村 大夢,25位 三木 流砂 ,

26位 奥墨 鴻太

ユースB女子 警4母華響機義練勲|

ユースC男子 II繊1鶴爛辮

日本クライミンク
゛
ユリ選手

速 報

16回KAZOコハ
゛
トンカッフ

゜
兼県県予選

東吾野 「大野宅」右側に5月 17日 にオーフ
゜
ン

製材所倉庫を改装 し、高さは概ね4～5mの練習壁な

どの≪アルハ
゜
イン入F]道場≫を開きました。

施設使用料はワンコイン500円 、詳細は現地のハ
゜
ンフレッ

ト参照ください。ホ
゛
ルタ―゙壁 (可変),アイスクライミンク

゛
壁 ,ク

ラック練習用ライン,フ リー用壁 ,レスキュー用懸垂壁,落下制動

確保練習用ウェイト(60kg)。 道具は無償で使用可。

早速「森下顧問」が夕
゛
フ
゛
ルアックス,アイセ

゛
ン,ヘルメットの重装

備で半害1した丸太の垂壁を試登。 (左 下の写真)

「阿寺の岩場」のサフ
゛
ケ
゛
レンテ

゛
として活用出来そうです。

詳細は大野文雄氏へ直接携帯へ 09085894300
広報/岩井田

2015/5/5  Fロ フヨTF

男子リード 12位

2015/5/24

キッス
゛

ヒ
゛
キ
゛
ナー

ミト
゛
ル

松山下公園総合体育館

森下健七郎

加須市民体育館

:県体1位 /総螢1構
:県体1位/総合轟 |

:県体1位/総合3位

東吾野・刀レ′l° イン入門道場 オープン
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日

方

力

込

講

期

時

場

主

定

参

申

【事務局便り】

【お詫びと訂正】
前号・埼玉岳連報50号 2p《懇談会参加者名》に

記載もれがありました、正しくは深谷山岳会
「武井正男 参与」は懇談会に出席されてお ります。

訂正してお詫び申し上げます。

広報委員長 岩井田正昭

「安全 に山を登る」請演会

埼玉県警山岳救助隊・

2015年 6月 13日 (土 )

13時 10分
～
16時30分 (受付 13時

～
)

大宮ソニックシティ9階906会議室

さいたま市山岳連盟

100名

無 料

さいたま市山岳連盟 石倉 昭一 迄

携帯電話 090-57989632

PCメールアト
゛
レス  si―ageo@topaz.Ocn.ne.jp

※埼玉岳連 ○○山岳会と氏名を連絡ください

第 34回海外登山遭難対策研究会

海外登山における遭難対策とは?

海外登山を志す登山者に向けた最新情報

2015有16月 14日 (日 )

代々木オリンヒ
゜
ック・センター センター棟306号室

8:45(開場8:30)参加費:2,160円

10代・学生540円 20～ 30代 1,080円

申込み不要

[講 演]

野口いづみ氏  高所順応と高所障害対処法

と新 しい知見

team Monsoon(根 本秀嗣、根津貴央、飯坂大の各氏)

ク
゛
レートヒマラヤトレイル踏査フ

゜
ロシ

゛
ェクト

古野 淳 氏  ヒマラヤ・カラコルムの山岳救助の

最新事情と山岳保険

主  催 :お問い合わせ :(公社)日 本山岳協会

〔事務局〕〒150-805東京都渋谷区神南 11-1岸

記念体育館内 TEL:03=34812396/FAX:03-3481-2395

Eメ ール :i nf'oOjma sangaku.or.jp

役員改選のど
｀
案内

平成27年4月 吉日

平成27年度 【茨城県山岳連盟】 敬称略

会  長 二階堂 章信 重任。国体 (総括)

副 会 長 田所 洋一  重任。国体選手強化

(総括。会長代行)

副 会 長 小森 栄治  重任。国体選手強化

重任。日山協対応

新任・総務

新任・国体選手強化

重任 海外登山委員長

重任・広報委員長

重任・競技部長

新任。事務局長

重任。国体選手強化

重任。指導委員長

重任・遭対委員長

重任。選手強化委員長

新任・競技委員長

重任。自然保護委員長

重任。茨城国体委員長

重任。シ
゛
ュニア担当

山田正巳方

師

日

間

所

催

員

費

法

副 会 長 西内 博

副 会 長 海老沢 季雄

副 会 長 川口 仁志

理 事 長 椎名 正明

副理事長 田上 正敏

副理事長 木村 実

副理事長 山田 正巳

副理事長 厚谷 綱良

常任理事 中庭 稔

常任理事 永井 伸幸

常任理事 堀之内 幸子

(副 広畠 裕士)

常任理事 長谷 美玲

常任理事 中沢 隆一

常任理事 一ノ瀬 正節

(副 黒沢 昌弘)

常任理事 菊池 義孝

事務局 (文書送付先)

可…311-0111

茨城県那珂市後台 1757-3

TEL& Fax 029。 295-0422日

場

演

費

み

加

込

期

会

開

参

申

【新規加盟】3/11加盟 山岳同人「ク
゛
ルーフ

゜

代表者 恵 秀彦、理事 (遭難対策委員長)

総務 風間 進 他5名 。

ETmail : ibarakikengakuren@yahoo.co.jp

【脱 退】 3/11 槻 (けやき)岳友会

このたび都介により貴連盟を本年度末をもつて脱

退することを決定し、ここにお届けいたします 昭和

39年に加盟し現在まで無事に登山を続けられたこと

を慶びとするとともに長きにわたる貴連盟のご尽力

ご指導のお蔭と感謝いたします貴連盟の益々のご発

展を祈念申し上げます。 会長・大平 征徳

【脱 退】 3/23 「山と自然を楽しむ会」

私ども「山と自然を楽しむ会」は、先 日原会長の

急死に伴い緊急役員会を開催 して今後について話し

合つたなか 「埼玉県山岳連盟」につきましては会員

数の減少と高齢化により役員派遣等が組織的に困難

となつたことから脱会することを決定しました。

長い間のご芳情に御礼申し上げるとともに、連盟

の皆さまの一層のご発展を祈念申し上げます。

会長・山中一憲

・卜
゛
・アミ」

瀬藤 武、
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【脱 退】 5/1「奥武蔵ワンタ―゙フォーケ
゛
ル」

私ども奥武蔵ワンタ―゙フォケ
゛
ルは、会員の減少と高齢化

によりこのたび貴山岳連盟の理事会で申し上げた通

り平成 27年 3月 31日 をもつて脱会するこ とを

決定しここにお届け いたし ます。

平成 27年 5月 1日

奥武蔵ワンタ―゙フォーケ
゛
ル 会長・新井 宏司

言卜 報
「たらつぺ山の会」代表 森 治男氏が、2月 10日

永眠されました。享年55歳。

ここに謹んでご冥福をお祈 り申し上げます。

埼玉県山岳連盟 一同

【脱 退】 5/17「 たらつぺ山の会」

深谷市山岳連所属の「たらつぺ山の会」は平成 27

年 5月 17日 に行われた第 39回通常総会にて会

の解散を決定しました。主な理由として組織運営上

の困難・遭難救助体制の不備 。現役会員の高齢化 な

どが要因です。ここに 「たらつぺ山の会」としての

登山活動が終了したことを報告します。

県岳連の運営がスター トして慌ただしい時期では

ありますが、よろしくお取

平成 27年 5月
りはからい願います。

19日 たらっぺ山の会

代表代理  石橋 修

【編集後書】

『巻頭言』会長挨拶の様に、半年後の60周年式典

に向けての各事業のほかに、直近の70国体関東フ
゛
ロッ

ク大会など多くの事業が山積し消化不良にもなりか

ねない。この週末は天覧山の遭対委員会主催の「レス

キュー講習会」にスタッフ参加、終了後そのまま川越のホ
゛
ル

タ
゛
リンク

゛
大会の準備にシ

゛
ム (ロ ッククラフト川越)へ転進、翌

日の大会に備える、大会当日は早朝から参加。先週

は加須のリード競技大会が終わったばかりだがこのホ
゛

ルタ
゛
リンク

゛
大会の後は本来の仕事「51号 :広報発行」の

処理があり6月 の一週日は『ドタ・・モート
゛
』で何とか

乗り切らねばと足が空回り。

*閑話休題 *
一昨日(5/30)も 関東地方に震度4～5の地震、その前

には(5/29)の 口永良部島の大噴火、御嶽山の噴火以

来連動したように地震が増えている。箱根山の入山

規制などもあり、足元が覚束ない、せめて歳のせい

と言われぬように、確 りと山道を歩かねばならない。

By.@miwaid

ど
　
ヽ
●ヽ

■
ヽ
、
ヘ

'イ  クライミングウォータ

'の

設計、施工と

ホールドなどの関連製品の餃発をおこなう会社です。

ピラミッドジャバン株式会‐社
〒337‐00S2 埼玉彙隷籠等ぷ圏38'-6

Tol1042″ 980‐ 56r。0,axt042‐ 971‐ 6730
∪Rti hitpr/pyFamilや。

iapan´ CO`η l

Mal::同 →nfわOpyramid彙嗜apan′ toltl

ホールドのご躍命獅 柳 癬撮。1薔・曇構環彙et■●●職′ヘ
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蠅 麟 翻 麒 繭 鐵 :

フルグレインスパレクレザープ…ツ

本革 +特許ソーJL

覆
:斌:

鮮
‐
鶏機録議継轟夢

,|■ 11111,IIII■ ■||

咄:犠

Ⅷ牡上
農期織走向1オ   ■|

マウンテ|ンブーツ   ‐ |卜氏

:翻 卿 m.
イタリアの高品質で堅牢繰 特グじイ
ン・ヌバックレザーを機しみなく使い
履議 機 に味が出鞭 0難 .

l端 甕軽漱♯妻

'棘

籠荘‖彗打

=|足首0像護と歩きやすさ輌 立、下り
でもアキレス機にかかる負:握を餞洩

パルディ1乃ぼ 00REETEX IBS
躙篤肥∬ぷ壊賦圏囲艤曜魏国難39,800日

中感には、1天然度革を使痛,

銚内け を吸い込み外1■

放出するためムレにくく機進。

く麟熙ES麟〉

アボニ警琴嚇響鬱李ヨタグレイヒ
ソール ビブラム(猥り警え可態〉 サイズ 23.5～27.Scm

1葛″¬絢5oo3(1/韓 )

身

灘橿姜

`:'1菫

チロリアンシューズ
履くほどに味が深まる
天然皮革オイルドレザー使用モデル

鋼鐵艤・シテイ拿瘍
ま纂顧鰹鸞

C圏
襄園量25,800日

=リ
ピ〕:ム

秋葉原に登山用品専F電の

お店を構え、半世紀以上。

鐵
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ЛL「 K=③

FE5も なく本格的な夏の訪れです。大勢の山仲間との山行でも、

あるいは単独行の山行でも、大切なのは健康管理です。

あなたの動脈血の酸素量が今どの位なのか、脈拍数はどの位なのか、

正確な機械で測定してみて下さい。

医療機関等で使用されているパルスオキシメーターを、

特価でご提供致します。ぜひご利用下さい。

季 節の変わり目です。親しい方にデジタル血圧計を差し上げたらいかがでしょう。

お誕生日、結婚式、お中元、もちろんご自身にも。用途に応じて対応させて頂きます。

山行に持参できる小型タイプもございます。

血圧は健康のバロメーターのひとつです。どうぞお問い合わせ下さい。

登 山行動中や野外活動中に本格的な聴診器はいかがでしょう。

樹の幹に聴診器を当ててみると、色々な音が聴こえてきます。

葉の擦れる音、遠くの小川の音。虫の声、鳥の声。

樹はまるでパラボラアンテナのように色々な音を集めます。

ご家族のペットの心音を聴いてみるのもいいでしょう。

人間とは違つた鼓動に新しい発見があるでしょう。

ぜひトライしてみて下さい。

埼玉県山岳連盟の活動を応援している田中産業株式会社は1969年の創立。

世界80数力国に製品を輸出しております。

oパ rιスォキシメーター

0歩 敬計

0テジタfL血圧計

0聴 診器

0その他医療器全般

ЛL「 K=° 田中産業株式会社
本社

113-0033 東京都文京区本郷3-16-3
TEL 03-3814-7181  FAX 03-3814-7177

Eメ ール alpk20」 oy.hi― hO.ne.Jp


